
全学副専攻

所属する学部学科の専門分野の他に、副専攻として特定のテーマについて系統的に学ぶことで、 幅広い視
野と柔軟な思考を身につけることができます。本学では全学部学生が履修できる副専攻として「Global 
Studies」「女性キャリア・スタディーズ」の 2つのコースを設けています。 

副専攻の履修には、以下の注意事項があります。 
（注意事項） 
（1）全学副専攻を希望する場合は、「女性キャリア・スタディーズ」、「Global Studies」のいずれか 1つの副

専攻しか選択できない。 
（2）各副専攻の履修を希望する場合は、毎年履修登録時に「副専攻コースの選択」における登録が必要であ

る。
（3）各副専攻の履修状況については、単位成績証明書ならびに単位成績取得見込証明書、成績通知表におい

て、履修中あるいは履修済みの副専攻名が記載される。
（4）各副専攻で履修する他学科専門科目はキャップ制の対象となる。また、修得単位については、選択自由単

位として認められ、GPAの算出にも使用される。 
（5）各副専攻の修了要件を満たした者には、申請により卒業時に修了証を発行する。

① Global Studies
「Global Studies」では、国際社会で活躍できる人材を育成するため、原則英語もしくは第二外国語で行

う。したがって、日本語能力を受講の前提とはしない。授業では、海外のことを学ぶのではなく、「日本」
を海外に発信することに重きを置く。 
以下が、このコースの目的である。 
（1）躊躇なく英語を使用し、英語で「日本」を発信できる能力を身につける。
（2）2つめの外国語を使用できる能力を身につける。
（3）外国人留学生と共に学ぶことにより、国際的な感覚を身につける。

【授業科目・単位数】 

科目名 単位数 履修年
次 

授業形
態 開講期区分 科目

区分 備考 

Integrated English a 1 1 演習 前期・後期 共通 
Integrated English b 1 1 演習 前期・後期 共通 
Global Studies a 2 2~ 講義 前期・後期 共通 
Global Studies b 2 2~ 講義 前期・後期 共通 
Global Studies c 2 2~ 講義 前期・後期 共通 
Global Studies d 2 2~ 講義 前期・後期 共通 
Global Studies e 2 2~ 講義 前期・後期 共通 
Global Studies f 2 2~ 講義 前期・後期 共通 
フランス語１ａ 1 1~ 演習 前期 共通 
フランス語１ｂ 1 1~ 演習 後期 共通 
ドイツ語１ａ 1 1~ 演習 前期 共通 
ドイツ語１ｂ 1 1~ 演習 後期 共通 
中国語１ａ 1 1~ 演習 前期 共通 
中国語１ｂ 1 1~ 演習 後期 共通 
コリア語１ａ 1 1~ 演習 前期 共通 
コリア語１ｂ 1 1~ 演習 後期 共通 
フランス語で学ぶフランス語ａ 1 1~ 演習 前期 共通 
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科目名 単位数 履修年
次 

授業形
態 開講期区分 科目

区分 備考 

フランス語で学ぶフランス語 b 1 1~ 演習 後期 共通 
ドイツ語で学ぶドイツ語 a １ 1~ 演習 前期 共通 
ドイツ語で学ぶドイツ語 b １ 1~ 演習 後期 共通 
中国語で学ぶ中国語 a １ 1~ 演習 前期 共通 
中国語で学ぶ中国語 b １ 1~ 演習 後期 共通 
コリア語で学ぶコリア語 a １ 1~ 演習 前期 共通 
コリア語で学ぶコリア語 b １ 1~ 演習 後期 共通 
海外語学研修 a 2 1~ 実習 集中 共通 
海外語学研修 b 2 1~ 実習 集中 共通 
海外語学研修 c 2 1~ 実習 集中 共通 
海外語学研修 d 2 1~ 実習 集中 共通 
海外語学研修 e 1 1~ 実習 集中 共通 
海外語学研修 f 1 1~ 実習 集中 共通 
海外語学研修 g 1 1~ 実習 集中 共通 
海外語学研修 h 1 1~ 実習 集中 共通 
（注意事項） 
（1）副専攻の修了要件は、この副専攻の登録、上記授業科目から「Integrated English a・b」を含む計 12

単位の修得である。 
（2）上記授業科目の履修にあたっては、共通教育科目の履修上の注意も参照すること。

② 女性キャリア・スタディーズ
「女性キャリア・スタディーズ」は、女性がキャリアを形成していくために必要な知識や教養、スキルに

ついて学び、現代社会において「自立自営」しうる力を身につけることを目的とする。 
「女性キャリア・スタディーズ」は、以下の 3つを修得する科目群によって構成されている。 

①ジェンダー論：ジェンダー論と女性学に関する基本的な知識・理解
②キャリア科目：現代社会において女性がキャリア形成する上で必要な知識・スキル
③女性をめぐる文化、社会、歴史などに関する知識・教養

「女性キャリア・スタディーズ」は、共通科目だけでなく、各学科の専門科目を含んでおり、この副専攻
を履修する場合は、下記の一覧表にある他学科の科目を履修することができる。 

【授業科目・単位数】 

科目区分 科目名 単位数 
履修
年次 

授業
形態 

開講期 
区分 

科目
区分 備考 

コ
ア
科
目
① 

(

２
単
位
以
上)

ジ
ェ
ン
ダ
ー
論 

ジェンダー論入門 2 1~ 講義 前期・後期 共通 

女性の歴史 2 1~ 講義 後期 共通 

ジェンダー論 2 1 講義 後期 人社 

コ
ア
科
目
② 

(

６
単
位
以
上) 

キ
ャ
リ
ア
科
目

国際理解とキャリア形成 2 2~ 講義 前期 共通 
キャリアデザイン 2 3 講義 前期 共通 
インターンシップ演習 1 3 演習 前期 共通 
インターンシップ 1 3 実習 前期集中 共通 
グローバル・キャリアデザイン 2 3 講義 後期 共通 
キャリア開発実践論 2 3 講義 後期集中 共通 



科目区分 科目名 単位数 履修
年次 

授業
形態 

開講期 
区分 

科目
区分 備考 

コ
ア
科
目
② 

(

６
単
位
以
上) 

キ
ャ
リ
ア 

科
目 

ビジネスのスキルとマナー 2 3 演習 後期 共通 
キャリア・マネジメント論 2 1 講義 後期 人社 
リーダーシップ論 2 3 講義 前期 人社 

選
択
科
目
（
８
単
位
以
上
） 

労
働
と
社
会 

女性とキャリア形成 2 2~ 講義 前期・後期 共通 
女性と法 2 1~ 講義 前期・後期 共通 
女性と国際社会 2 1~ 講義 前期 共通 
女性と教育 2 1~ 講義 前期・後期 共通 
社会保障論 2 1~ 講義 前期 共通 
生活経済論 2 1 講義 後期 心理 
生活経済論演習 1 2 演習 前期 心理 
家庭生活と政治経済 2 3 講義 前期 心理 
消費者安全論 2 3 講義 後期 心理 
男女共同参画社会と生活 2 1 講義 後期 心理 
少子高齢化社会 2 2・3 講義 前期 現生 
生活産業創出論 2 2 講義 前期 現生 
女性社会論 a 2 3 講義 前期 現生 
女性社会論ｂ 2 3 講義 後期 現生 
ダイバーシティ論 2 2 講義 後期 人社 
労働法 2 2 講義 後期 人社 

家
庭
と
生
活 

家族関係論 2 3 講義 前期 
食物 
環境 
現生 

家族関係論 ２ １ 講義 前期 心理 ※1
家庭経営論１ 2 1 講義 前期 生文 
家庭経営論２ 2 1 講義 後期 心理 
家族社会学 2 2 講義 前期 心理 ※２
家族社会学 2 2 講義 前期 人社 ※３

心
身
と 

健
康 

女性の健康 2 1～ 講義 前期・後期 共通 
自立生活論 a（健康） 2 2・3 講義 前期 現生 
健康科学論 a（女性の体と心） 2 2 講義 前期 生文 

文
学
と 

文
化 

文学とジェンダー 2 1～ 講義 前期 共通 
女性と英語圏文学 a 2 2 講義 前期 英文 
女性と英語圏文学 b 2 2 講義 後期 英文 
女性と言語文化 2 2 講義 前期 英文 

※1 生活文化学科生活心理専攻所属の学生のみ履修が可能である。
※2 日野キャンパス所属の学生のみ履修が可能である。
※3 渋谷キャンパス所属の学生のみ履修が可能である。

（注意事項） 
（1）副専攻の修了要件は、この副専攻の登録、上記授業科目からコア科目①2 単位、コア科目②6 単位、

選択科目 8単位の計 16単位の修得である。
（2）上記授業科目のうち、所属学科（専攻）の専門科目については、4 単位まで副専攻の単位として認

定される。
（3）上記授業科目のうち、他学科の専門科目（専攻）については、副専攻の登録をした者のみ、履修が可

能である。 


